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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成20年3月13日(2008.3.13)

【公開番号】特開2002-227066(P2002-227066A)
【公開日】平成14年8月14日(2002.8.14)
【出願番号】特願2001-20030(P2001-20030)
【国際特許分類】
   Ｄ０４Ｈ   3/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/18     (2006.01)
   Ｄ０４Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/45     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  70/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０４Ｈ   3/04    　　　Ｚ
   Ｂ２９Ｃ  43/18    　　　　
   Ｄ０４Ｂ  21/14    　　　Ａ
   Ｄ０４Ｈ   1/45    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  67/14    　　　Ｘ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月25日(2008.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】多数本の強化繊維糸条が並行にシート状に配列して層構成をなし、前記層の
少なくとも２層以上が交差積層されて積層体をなし、該積層体が低融点ポリマー糸でステ
ッチされて一体化されていることを特徴とする補強用多軸ステッチ布帛。
【請求項２】前記交差角度が布帛の長さ方向に対して＋α゜、－α゜の２方向、０゜，９
０゜の２方向、０゜，＋α゜，－α゜の３方向、＋α゜，－α゜，９０゜の３方向、およ
び、０゜，＋α゜，－α゜，９０゜の４方向のいずれかである請求項１に記載の補強用多
軸ステッチ布帛。
【請求項３】前記角度α゜が４５゜である請求項２に記載の補強用多軸ステッチ布帛。
【請求項４】前記低融点ポリマー糸が共重合ナイロン糸である請求項１～３のいずれかに
記載の補強用多軸ステッチ布帛。
【請求項５】前記低融点ポリマー糸が変成ポリエステル糸である請求項１～３のいずれか
に記載の補強用多軸ステッチ布帛。
【請求項６】請求項１～５のいずれかに記載の補強用多軸ステッチ布帛に樹脂を含浸し、
低融点ポリマー糸の融点以上に加熱成形するＦＲＰの成形方法。
【請求項７】請求項６に記載の成形方法によって得られるＦＲＰを用いてなる自動車外板
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　（２）前記交差角度が布帛の長さ方向に対して＋α゜、－α゜の２方向、０゜，９０゜
の２方向、０゜，＋α゜，－α゜の３方向、＋α゜，－α゜，９０゜の３方向、および、
０゜，＋α゜，－α゜，９０゜の４方向のいずれかである前記（１）に記載の補強用多軸
ステッチ布帛。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（３）前記角度α゜が４５゜である前記（２）に記載の補強用多軸ステッチ布帛。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（４）前記低融点ポリマー糸が共重合ナイロン糸である前記（１）～（３）のいずれか
に記載の補強用多軸ステッチ布帛。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　（５）前記低融点ポリマー糸が変成ポリエステル糸である前記（１）～（３）のいずれ
かに記載の補強用多軸ステッチ布帛。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（６）前記（１）～（５）のいずれかに記載の補強用多軸ステッチ布帛に樹脂を含浸し
、低融点ポリマー糸の融点以上に加熱成形するＦＲＰの成形方法。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　（７）前記（６）に記載の成形方法によって得られるＦＲＰを用いてなる自動車外板


	header
	written-amendment

